
医療法人社団 らぽーる新潟

ゆきよしクリニック

ゆきよし訪問看護ステーション

令和6年度
利用者特性集計結果



令和6年4月1日時点でゆきよしクリニック・ゆきよし訪問看護ステーションより

看護師，理学療法士，作業療法士，言語聴覚士による訪問看護・訪問リハビリテーションを

利用している者215名について，以下の項目を調査し、令和5年度との同調査と比較した

・性別
・年齢
・介護度
・疾患分類   
・事業所の区分
・保険の区分
・訪問頻度
・1回の訪問単位
・居住地

・訪問職種
・現在までの訪問期間
・Barthel Index
・訪問看護師の併用状況
・通所リハビリ利用状況
・通所介護利用状況
・福祉用具購入，貸与の有無
・短期入所の定期利用状況



性別

R5年度

R5年度と比べ、男女比に変化なし

n=215

n=233

113人

48%

120人

52%

男性

女性

104人

48%

111人

52%

男性

女性



年齢

R5年度

R5年度と比べ、
年齢比率はほぼ同等であった

n=215

n=233

1人

0%
3人1% 6人3%

8人3%

12人5%

19人8%

28人12%

71人31%

56人

24%

29人13%

4人, 2% 9人, 4% 9人, 4%

10人, 5%

17人, 8%

30人, 14%

63人, 29%

46人, 21%

27人, 13%

０～９歳

１０～１９歳

２０～２９歳

３０～３９歳
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介護度

R5年度

n=215

R5年度に比べ、割合としては大きな
変化はないが、要支援、非該当(医療
保険)が微増している

n=233

8人3%

36人15%

21人9%

47人20%

32人14%

27人12%

20人9%

42人18%

9人, 4%

40人,19%

17人, 8%

41人, 19%

28人, 13%

19人, 9%

17人, 8%

44人, 20%

要支援１

要支援2

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

非該当

微増

微増



疾患分類

R5年度

n=233

n=215

R5年度と同様、脳血管疾患と運動器
疾患にて約6割を占めている。また難
病患者、障害児が増加傾向である。

4人2%

83人

36%

49人

21%

1人0%

40人

17%

16人7%

1人0%

11人5%

28人

12%

3人, 1%

74人, 34%

49人, 23%

1人, 1%

42人, 20%

24人, 11%

2人, 1%

4人, 2%

16人, 

7%

心大血管疾患

脳血管疾患

運動器疾患

呼吸器疾患

難病患者

障害児

がん患者

認知症患者

その他

約6割

やや増加



事業所・保険区分

R5年度

n=215

R5年度に比べ、医療保険の訪問
看護の割合がやや増加

n=233

151人, 

65%

27人, 

12%

33人, 

14%

22人, 

9%

134人, 62%25人, 12%

27人, 13%

29人, 13%

クリニック 介護保険 A

クリニック 医療保険 C

訪問看護 介護保険 B

訪問看護 医療保険 D

やや増加



訪問頻度

R5年度

R5年と比べ、比率はほぼ同等

n=233

n=215

140人, 

65%

51人, 24%

5人, 2%

12人, 6% 3人, 1% 4人, 2%

週1回

週2回

週3回

隔週

月１回

その他

153人, 

66%

48人, 

21%

6人, 2%

14人, 6%
2人, 1% 10人, 4%



1回の訪問単位

R5年度

R5年度と比べ、3単位訪問の割合が
増加している

n=233

n=215

1人0%

186人

80%

20人

9%

26人

11%

2人, 1%

157人, 

73%

33人, 15%

23人, 11%

1単位

2単位

3単位

看護師訪問

増加



居住地

R5年度

R5年度と大きな変化はなく、江南
区・東区で6割を占める。市外が減
少している。

n=233

n=215

70人

30%

66人

28%

32人

14%

9人4%

32人

14%

9人4%

15人6%

62人, 29%

66人, 31%

25人, 12%

11人, 5%

31人, 14%

11人, 5% 9人, 4%

江南区

東区

西区

北区

中央区

秋葉区、南区

市外

6割

減少



訪問している職種

R5年度

PTのみの訪問が減少し、OTのみ
の訪問が増加している

n=233

n=215

143人

41%

83人

24%

29人8%

19人6%

5人1%

10人3%

7人2% 50人

15%

111人, 35%

90人, 29%

31人, 10%

14人, 4%

4人, 

1%

9人, 3%

10人, 3%

46人, 15%

PT

OT

ST

PT・OT併用

OT・ST併用

PT・ST併用

Nsのみ

Nsとリハビリ

減少

増加



訪問期間

R5年度

n=233

n=215

開始2～3年の割合が増加し、6～7年の
割合が減少している

39人

17%

30人

13%

19人8%

17人7%
12人5%

17人

7%

21人9%
14人6%

13人6%

9人4%

42人

18%

34人, 16%

29人, 13%

27人, 13%

18人, 

8%

11人, 5%
11人, 5%

11人, 5%

11人, 5%

12人, 6%

10人, 5%

41人, 19%

～1年

1～2年

2～3年

3～4年

4～5年

5～6年

6～7年

7～8年

8～9年

9～10年

10年～

増加

減少



訪問看護との併用

R5年度

n=215 R5年度と比べ、他事業所の訪問
看護との併用が減少

n=233

53人

23%

180人

77%

31人, 

14%

184人, 

86%

有り

無し

減少



他サービスの併用
（複数併用含む）

R5年度

R5年度に比べ、「他サービス利用なし」
「短期入所」が減少している

n=233

n=215

11.6%

39.9%

79.8%

19.3%

19.7%

11.2%

36.7%

80.9%

16.7%

14.4%

他サービス利用なし

短期入所

福祉用具の貸与・購入

通所介護

通所リハビリ

減少



Barthel Index

R5年度

Barthel Index45～65点と100点の割
合が増加しており、0点、5～40点の
割合は減少している。

n=233

n=215

29人, 

12%

34人, 

15%

41人, 

18%47人, 

20%

60人, 

26%

22人, 

9%16人, 7%

25人, 12%

56人, 26%

38人, 18%

51人, 24%

29人, 13%

0点

5～40点

45～65点

70～80点

85～95点

100点

増加

増加

減少
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